
令和３年度 岩 国 市 立 麻 里 布 小 学 校 経 営 概 要
所在地： 岩国市山手町１－７－４１ ＴＥＬ ０８２７－２１－７１１１ FAX ０８２７－２２－３２４２

国･県･市の教育目標等 学 校 教 育 目 標 麻里布小中学校共通テーマ

・「次世代の学校・地 主体的に学び未来を切り拓く、
域」創生プラン（国） たくましい「麻里布っ子」の育成 【基盤となる子ども像】

・未来を拓くたくまし ・気持ちのよいあいさつが
い「やまぐちっ子」 できる子
の育成 （県） ・美しい環境づくりに

努める子
・志高く豊かな心と生 めざす児童像 ・意欲的に自ら学び
き抜く力を育む（市） 続ける子

よく考える子 やさしく親切な子 元気な強い子

○学ぶ意欲にあふれ、自ら考え、進んで学ぶ子 ○人の立場を考えて行動できる思いやりのある子 ○基本的な生活習慣を身につけた健康な子
・目標を定め、自ら課題に取り組む ・自分に自信をもち人の気持ちを考えて行動する ・外で元気に仲良く遊ぶ
・友だちと学び合い、互いの長所を伸ばす ・気持ちのよいあいさつをする ・委員会活動・係活動・掃除等に一生懸命
・積極的に人や社会と関わり、自己を表現する ・物を大切にし、美しい環境づくりに努める に取り組む
・進んで読書し、自分の考えを広げる ・地域の人や伝統、文化を大切にする ・根気強く最後までやり抜く

・何事にも素直で前向きに取り組む

めざす学校像
次世代の学校の創生 チャレンジ目標

「子どもと学校、家庭・地域が目標に向かって響き合い、
○家庭・地域と学校 心を一つにして前進する学校」 ○だまって掃除をしよう
の連携・協働 ○明るく素直で、物事に進んで取り組む子どもが集う学校 ○自分からあいさつしよう

○小中一貫教育の推 ○全教職員が教育目標の実現に向けて一丸となって進む学校 ○はきものをそろえよう
進 ○地域や保護者から信頼され、地域と共にある学校

本年度の重点目標

○授業改善の継続的取組をとおした確かな学力の形成
・教科等の本質を踏まえた主体的・対話的で深い学びにつながる授業づくり
（学習の自己調整を意図した意欲と思考の流れを途切れさせない工夫、学習指導のＵＤ化、タブレット端末の活用）

・多様な「知」「価値」「生き方」にふれる読書活動の拡充
○児童自身が課題を見いだし、力を合わせて解決しようとする豊かな心と実践的態度の育成
・より楽しい学校生活を生み出そうとする学級活動・委員会活動の工夫
・達成感・満足感を味わい、自己肯定感・自己有用感を高める総合的な学習の時間、特別活動など体験的な活動の工夫

○自分の健康課題を踏まえ、自らその改善・向上に努めようとするたくましい心身の育成
・家庭と連携した早寝・早起き・朝ご飯運動による生活基盤づくり

○つながりを生かした教育の推進
・小中一貫教育のよさを児童生徒が実感できる教員の相互乗り入れの工夫
・コミュニティ・スクールの仕組みを生かした学習・生活支援の拡充

○教育公務員としてのやりがいを高める職場環境の創造
・児童や教材と向き合う時間を創出し、教職員の向上意欲を生み出す働き方改革の推進

学校公約

重点取組事項 実 践 内 容 達 成 目 標

【教育課程・学習指導】
○確かな学力の育成に向けた授業改善 ・すべての子どもが「わかる」「できる」授 ・ユニバーサルデザインの視点を念頭に置

業をめざした、学習・指導方法の改善 く日常的な授業実践と、一人一授業公開、
研究指定（１年目）中間発表の実施

○創造力や読解力を高める読書活動の ・学校図書館と連携した日常的な読書の奨励 ・年間一人あたり 75冊以上の書物の読破
充実 及び意欲付け等による読書習慣の形成

【生徒指導】
○明るく前向きな学校生活につながる ・より楽しい学校生活を創造しようとする学 ・児童アンケート「安心して楽しく学校生
特別活動の充実 級活動や縦割り班活動の推進 活を送ることができる」という項目の 90

・学校生活を支え、より豊かで潤いのあるも ％以上の肯定的回答
のにしようとする委員会活動の推進

○心を育てる生徒指導の推進 ・「任せられる」「ほめられる」「受けとめて ・児童アンケート「友達の気持ちを考えて
もらっている」「認められている」ことを 生活している」という項目の 90 ％以上
実感できる指導や教育活動の充実 の肯定的回答

【保護者・地域住民連携】
○コミュニティ・スクールの機能を生 ・学習活動への保護者・地域住民の参加・協 ・全学年、全学級での保護者・地域住民の
かした協働体制の強化 力の促進 参加・協力を得た学習の実施

○小中一貫教育の充実 ・９年間を見通した地域連携教育やキャリア ・年間２回の合同研修会をとおした協議の
教育など特色あるカリキュラムの検証・改 実施
善

【人材育成】
○日常的な OJTの推進 ・学年部を中心とした授業づくり・学級づ ・「学年部を中心とした学び合い・高め合

くりに関する意見交換の促進 いが機能し相互の資質向上に繋がった」
○人材育成体制の充実 ・フォローアップ研修の一人あたり年３回 というアンケート項目 90％以上の達成

の実施 ・指導者を招いた年間 12 回のフォローア
ップ研修の実施


